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研究課題別研究評価 

 

１． 研究課題名：Visibility Programming の研究 

 

２． 研究者名：原田 康徳 

 

３． 研究のねらい 

使用者の立場から、プログラムを柔軟に拡張できるようにするために、ソフトウェアの構築法を探り、

それを実証する。具体的には、従来のプログラムはデータとそれを操作する小さなプログラムの組を

ひとまとまりのオブジェクトとして扱い、それを沢山集めてひとつのアプリケーションとしていた。これは

データごとの拡張には優れているが、あるデータを操作する新しい機能を拡張することは難しい。それ

を本研究では、すべてのデータを使用者とコンピュータとで共通にアクセスできるようにし、それらを複

数の機能別のプログラムによって操作することでアプリケーションを作成する。新しい機能は新しいプ

ログラムを作成するだけで追加できる。 

 

４． 研究結果及び自己評価 

研究結果 

１） Visibility Programming 

システムのすべての状態を表現する共有データ空間と、それをアクセスする複数のプロセスから

なる構造によるプログラミング（Visibility Programming（VP））が実現されると、小さな機能をユー

ザレベルで拡張することが容易なシステムが実現できる。従来はアプリケーション、アルゴリズム

が決まってから、それに必要なデータ構造が決まっていた。しかし、VP のためにはどのような用

途にでもデータを使えるように設計しておく必要がある。そこで、共有構造として全ての参照が逆

参照を持つデータ構造を採用した。 

２） CCC：ユーザ定義可能なオブジェクト構造 

ユーザによってオブジェクトの構造を自由に定義できる言語 CCC を開発した。C++オブジェクトが

共有メモリに格納できなかった理由はメソッドディスパッチのためのテーブルが原因であった。

CCCは従来のオブジェクト指向言語が言語の組み込み機能として提供してきたメソッドディスパッ

チをユーザが自由に定義できるようにするものである。CCC の極めて重要な特徴は同じデータに

対しても、条件式の木を代えることで、自由にそのデータの解釈を変更することができるという点

である。この性質は VP が目指していた、「データが最初にあり、後からそのデータを自由に解釈

する」そのものである。 

３） パターンマッチによるメソッドディスパッチ 

任意のパターンによりクラスを定義し、そのなかにメソッドを定義する。ある対象に対してメッセー

ジを送ると、それに対応するメソッドを定義しているパターンに対してパターンマッチを試み、成功

したらそのメソッドを呼び出すようにする。これによってすでに存在している任意のデータ構造を

任意の粒度でオブジェクトとして扱うことが可能となった。 

４） ダイナミックデータ抽象 

従来のデータ抽象が静的に行われていたのに対して、VP では動的にデータ抽象を行う。すなわ

ち、条件式やパターンマッチに成功した時点で、対象にはある制約がついたことになるが、その

部分構造に動的に名前をつけて、プログラムから参照できるようにする。名前によって抽象化さ
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れた構造を用いることで、プログラム再利用性が向上する。 

自己評価 

１） 当初、予定していた計画の半分も実現できなかった。それは、向かおうとしていた問題が良

く見えていなかったからである。まず、計画では研究を開始してすぐに、デモ用のシステムを

作ることになっていた。しかし、実際に研究をすすめてみると、提案している方式ではオブジ

ェクト指向で使われている近代的なプログラミング技術がほとんど使えず、プログラミングは

難航した。このことから、研究はより具体的に、いかにして近代的なプログラミング技法を VP

という新しいプログラミングの枠組みで実現するか、という方向に進むことになる。 

２） 研究は最初は直感で進み、後からその裏付けの理由を考える、として進めてきた。もちろん、

そのヒントは様々な検討の末に生まれたものであるのだが、最初の方向を決めた後は、過

去の経験や美しいシステムに対する信仰などに従って進めてきた。たとえば、ダイナミックデ

ータ抽象という考えは、当初からアイデアとしてはぼんやりとあったものであるが、このよう

な名前をつけたことによりずいぶんとはっきりと見えてきた。逆ポインタを持つシステムは直

感的には正しいと信じるが、まだ説得力をもつ説明は見つかっていない。 

３） まだ、具体的な応用につなげるまでには越えにくい壁があるように感じる。これは、単にツー

ルが整備されていないからなのか、それともまだ、根本的な問題が残っているからなのか、

よく分からない。しかし、研究をスタートした３年前からみると、格段に見通しがよくなった。 

４） これから研究が面白くなるところで、本制度の期限がきてしまった。しかし、この先はこれま

でのような、成果の出しにくい状況ではなく、順調に成果を積み重ねることができそうであり、

特に本制度の直接的な支援がなくとも進められる。逆に言えば、本制度の保護があったか

らこそ、このような冒険的な研究を進めることができたといえる。 

 

５．領域総括の見解 

様々なユーザが多種多様な用途で計算機を使用している今日、プログラム開発者はユーザの要求

を満足させるようなアプリケーションを実現することは不可能である。この問題の解決には、ユーザ自

ら、あるいはユーザに近い開発者がアプリケーションの拡張を行えるようにする必要がある。原田康

徳は、ユーザの立場から、プログラムを柔軟に拡張できるようにするためのソフトウェアを開発し、検

証したことは評価できる。 
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